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１ Ｘ社は，医療用ロボットを研究開発するベンチャー企業である。Ｘ社の開発者甲と，大手精

密機器メーカーＹ社の研究開発部の研究員乙は，新たな医療用ロボットに係る発明Ａ，発明Ｂ

を共同で発明した。Ｙ社の知的財産部の部員丙は，この共同研究開発の成果であるこれらの発

明について特許出願をすることを検討している。丙は，発言１～２をしている。なお，Ｘ社と

Ｙ社の間には，発明の取扱に関して何ら取決めはないものとする。 
 
発言１ 「Ｙ社は，職務発明の特許を受ける権利について従業者から取得する旨を，予め就業規

則において定めています。この場合，発明Ａに関する特許を受ける権利を乙からＹ社

に移転するために，特許を受ける権利の承継手続は不要です。」 
発言２ 「Ｘ社は，発明Ｂの実施条件について，社内で意見がまとまらず，発明Ｂに係る特許出

願について，難色を示しています。しかしながら，甲は，発明Ｂに係る特許出願につ

いて賛成しているので，Ｘ社の社内の意見がまとまるのを待たずに，Ｙ社が発明Ｂに

係る特許出願を単独で出願しても問題はありません。」 
 
以上を前提として，問１～問４に答えなさい。 

 
問１ 

発言１について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問２ 

【理由群Ⅰ】の中から，問１において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
【理由群Ⅰ】 
ア 職務発明であっても，特許を受ける権利を移転する場合には承継手続が必要であるため 
イ 特許を受ける権利が共有に係る場合は，他の共有者の同意を得る必要があり，予約承継は認

められないため 
ウ 職務発明の帰属について就業規則で定められており，特許を受ける権利の承継手続は不要で

あるため 
  

（はじめに） 

すべての問題文の条件設定において，特に断りのない限り，他に特殊な事情がないものとし

ます。また，各問題の選択枝における条件設定は独立したものと考え，同一問題内における他

の選択枝には影響しないものとします。 

特に日時の指定のない限り，2025年９月１日現在で施行されている法律等に基づいて解答し

なさい。 
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問３ 

発言２について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問４ 

【理由群Ⅱ】の中から，問３において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
【理由群Ⅱ】 
ア Ｙ社が単独で特許出願をして特許されても，異議理由を有することとなるため 
イ Ｙ社が単独で特許出願をして特許されても，特許無効の理由を有することとなるため 
ウ Ｙ社は，発明者を甲及び乙と記載すれば，単独で特許出願をすることができるため 
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２ 化粧品メーカーＸ社は，新商品の口紅について，商品名Ａとして製造販売をする企画を検討

し，Ｘ社の知的財産部の部員甲が先行商標調査を行った。その結果，化粧品メーカーＹ社が，

商品名Ａと類似する商標Ｂについて，指定商品を「化粧品」とする商標登録を受けていること

がわかった。商標Ｂに係る商標登録出願の出願日は２０２５年３月４日，登録日は２０２５年

１１月４日，商標掲載公報発行日は２０２５年１１月１８日であった。甲はＸ社の知的財産部

の部長乙に対して，２０２６年３月４日に発言１をしている。なお，口紅は，指定商品「化粧

品」に含まれるものとする。 
 
発言１ 「現時点であれば，商標Ｂに対しては，異議理由があれば登録異議の申立てをすること

ができます。」 
 
また，Ｙ社が，商標Ｂに係る商標権に関して，口紅について，Ｗ社に使用許諾をしていること

がわかった。また，Ｗ社は，商標Ｂを口紅について使用し，他人の業務に係る商品と混同が生じ

ていることもわかった。これに関して，甲が発言２をしている。 
 
発言２ 「Ｗ社の商標Ｂの使用態様に基づいて，商標Ｂに対しては，不正使用取消審判を請求す

ることにより，請求が認められれば所定のペナルティがあります。」 
 
以上を前提として，問５～問８に答えなさい。 

 
問５ 

発言１について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問６ 

【理由群Ⅲ】の中から，問５において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
 
【理由群Ⅲ】 
ア 登録異議の申立ての期間は，商標掲載公報発行日から起算され，期間が経過しているため 
イ 登録異議の申立てが可能な期間内であるため 
ウ 登録異議の申立ての期間は，登録日から起算され，期間が経過しているため 
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問７ 

発言２について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問８ 

【理由群Ⅳ】の中から，問７において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
 
【理由群Ⅳ】 
ア 混同の発生を理由としては，商標登録は取り消されないため 
イ 商標登録は取り消されないが，Ｗ社に対する使用許諾が取り消されるため 
ウ 商標登録が取り消されるため 
 
  



２級 実技試験 6 

３ 広告会社Ｘ社の営業部の部員甲が，コンテンツの利用方法についてＸ社の法務部の部員乙に

質問をしている。発言１～２は甲の発言である。 
 
発言１ 「先日，近所のスケートリンクでアイスショーが行われていて，元スケート選手の丙が

古典音楽家バッハの曲に合わせて自由に滑っていました。この様子をスマートフォン

で動画撮影したので，自分のブログにアップロードして紹介することを考えています。

ブログは，営利を目的とせず個人的な趣味でやっているものです。この場合，著作権

法上，問題はありませんよね。」 
発言２ 「地元に新しくショッピングセンターが開店することになったそうです。ショッピング

センターを宣伝する営利の目的で，地元の音楽大学の学生を招いて，若手の作曲家丁

がドラマのテーマソングとして作曲した曲を演奏してもらうライブを企画しているそ

うです。ライブでは客は無料で演奏を聴くことができて，学生には演奏料を支払う予

定はありません。また，ライブ演奏だけで録音やネット配信等は行いません。この場

合，著作権法上，問題はありませんよね。」 
 
以上を前提として，問９～問１２に答えなさい。 

 
問９ 

発言１について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問１０ 

【理由群Ⅴ】の中から，問９において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考え

られるものを１つ選びなさい。 
 
 
【理由群Ⅴ】 
ア 著作権及び著作隣接権を侵害しないため 
イ 著作権を侵害しないが，著作隣接権を侵害するおそれがあるため 
ウ 著作隣接権を侵害しないが，著作権を侵害するおそれがあるため 
エ 著作権及び著作隣接権を侵害するおそれがあるため 
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問１１ 

発言２について，適切と考えられる場合は「○」を，不適切と考えられる場合は「×」を，選

びなさい。 
問１２ 

【理由群Ⅵ】の中から，問１１において適切又は不適切と判断した理由として，最も適切と考

えられるものを１つ選びなさい。 
 
 
【理由群Ⅵ】 
ア 著作権及び実演家の著作隣接権を侵害するおそれがあるため 
イ 実演家の著作隣接権を侵害しないが，著作権を侵害するおそれがあるため 
ウ 著作権を侵害しないが，実演家の著作隣接権を侵害するおそれがあるため 
エ 著作権及び実演家の著作隣接権を侵害しないため 
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４ 問１３～問３３に答えなさい。 
 
問１３ 

千葉県のＸ事業協同組合では，地域の名称と地元野菜であるキャベツの名称のみからなる商品

名Ａを活用した地域おこしを企画し，商品名Ａを付したキャベツの販売を開始し，商標登録出願

を検討している。ア～エを比較して，Ｘ事業協同組合の職員の考えとして，最も適切と考えられ

るものを１つ選びなさい。 
 
ア 指定商品「キャベツ」，商品名Ａを商標とする地域団体商標を出願した場合には，たとえ周

知となっていなくても商標登録される。 
イ 指定商品「キャベツ」，商品名Ａを商標とする通常の商標登録出願をした場合には，商標登

録される。 
ウ 地域の名称のみからなる商標を地域団体商標として出願した場合には，周知となっていても

商標登録されない。 
エ 商品名Ａを図案化した商標を地域団体商標として出願した場合には，周知となっていれば商

標登録される。 
 
 
問１４ 

測定機器メーカーＸ社では，特許権Ｐを取得している酸素センサを用いた携帯型酸素濃度計で

ある装置Ａの製造販売を，新規事業として検討している。そこで，新規事業戦略会議を開き，特

に知的財産に関する検討を行うこととした。ア～エを比較して，Ｘ社の知的財産部の部員の考え

として，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 特許権Ｐの公開によって装置Ａの非公知性が失われており，特許権Ｐに係る明細書に記載し

なかった装置Ａの製造工程についても，わが社の営業秘密として保護することはできない。 
イ わが社は東京証券取引所のプライム市場に属しているため，コーポレートガバナンス・コー

ドの対象外である。そのため新規事業の開始の際の知的財産権の侵害のリスクがある場合で

あっても，知的財産担当取締役や取締役会にまでは報告する必要はない。 
ウ 競合会社であるＹ社が学術誌に投稿した論文には，わが社のコア技術を評価した試験結果が

掲載されている。一方，Ｙ社による製品の製造販売の事実はまだない。この段階では，Ｙ社

に対して特許権Ｐに基づいた権利行使をすることはできない。 
エ 競合会社であるＷ社が製造販売している製品Ｂが，装置Ａと同じ機能を備えているとの情報

を入手した。製品Ｂの製造販売行為は，特許権Ｐを侵害しているかもしれないので，すぐに

Ｗ社に対して侵害に関する警告書を送付する。 
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問１５ 

検査機器メーカーＸ社は，画像処理装置Ａを製造販売している。Ｙ社は自己の有する特許権Ｐ

に基づいて，Ｘ社の画像処理装置Ａの製造販売行為に対して，侵害訴訟を提起した。Ｘ社の知的

財産部の部員は，特許権Ｐに係る特許発明の内容を検討している。ア～エを比較して，無効理由

を有する特許発明として，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 工程ａと，工程ｂとを表現するコンピュータ言語 
イ ステップｃと，ステップｄとを備える画像処理方法 
ウ 手段ｅと，手段ｆとを備える画像処理装置 
エ 処理部ｇと，処理部ｈとを備えるコンピュータ装置 
 
 
問１６ 

家具メーカーＸ社は，開発中の机の試作品Ａ及び試作品Ｂを展示会に出品した。試作品Ａ及び

試作品Ｂが好評であったので，製品化が決定され，意匠登録出願を検討している。ア～エを比較

して，Ｘ社の知的財産部の部員の考えとして，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア Ｘ社は，試作品Ａ及び試作品Ｂに係る意匠について，１通の願書により複数の意匠登録出願

をまとめて出願し，意匠登録を受けることができる。 
イ Ｘ社は，試作品Ａに係る意匠について，新規性喪失の例外の手続をして意匠登録出願する場

合には，展示会で試作品Ａに係る意匠を出品した日から９カ月以内に，意匠登録出願をしな

ければならない。 
ウ Ｘ社が，試作品Ａ及び試作品Ｂについて，新規性喪失の例外の手続をして，各々について意

匠登録出願をする場合には，同日に出願しなければならない。 
エ Ｘ社が，試作品Ａに係る意匠について，新規性喪失の例外の手続をして意匠登録出願をした

場合，試作品Ａを展示会に出品した日が意匠登録出願の出願日とされる。 
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問１７ 

自動車メーカーⅩ社の技術者甲は，新しい電動パワーステアリング技術に関する発明Ａを創作

し，特許出願を計画している。Ｘ社の知的財産部の部員乙は，発明Ａに関する新規性について調

査をした。ア～エを比較して，乙の考えとして，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 競合企業Ｙ社が，発明Ａとほぼ同一の技術についてドイツでのみ特許権を取得し，特許公報

が公開されている。しかし海外の特許公報なので，新規性は否定されない。 
イ 甲は，Ｘ社の外注企業Ｗ社に対して発明Ａに関する技術説明会を開催した。しかしＷ社とは

秘密保持契約を締結した上で開催したので，新規性は否定されない。 
ウ 自動車業界の専門誌に，Ｘ社の発明Ａが掲載され，オンラインで有料購読可能になっている。

しかし無料公開ではないので，新規性は否定されない。 
エ 甲は，自身のＳＮＳに発明Ａに関する投稿をし，一般に公開された。しかし社外の技術者に

閲覧された可能性は低いので，新規性は否定されない。 
 
 
問１８ 

Ｘ社は，品種Ａについて種苗法に基づく品種登録を受けた。ア～エを比較して，Ｘ社の担当者

の考えとして，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア わが社から品種Ａの種苗を購入した者が，その種苗を無断で第三者に譲渡する行為は，わが

社の育成者権を侵害する。 
イ 品種Ａの育成方法に係る特許権を有するＹ社が，その特許発明に基づいて品種Ａを生産する

行為は，わが社の育成者権を侵害する。 
ウ 品種Ａを試験又は研究のために利用する行為に対しては，育成者権を行使できない。 
エ 品種Ａは，永年性植物であるので，育成者権の存続期間は，品種登録の日から２０年間であ

る。 
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問１９ 

新人映画監督の甲は，漫画家乙が描いた漫画Ａを映画化した。映画製作にあたり，資金繰りに

難航していたため，甲の友人である丙が不足する資金を提供し，また，劇中に使用する効果音の

創作も行った。映画の脚本は甲の知人丁が書いた。ア～エを比較して，当該映画の著作物の著作

者となり得る者として，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 甲と乙と丙と丁 
イ 甲と丙と丁 
ウ 甲と丁 
エ 甲 
 
 
問２０ 

服飾メーカーＸ社の知的財産部の部員は，自社製品の模倣品Ａが出回っているのを排除するた

めに，その方策を社内で検討している。ア～エを比較して，部員の考えとして，最も不適切と考

えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア Ｘ社が保有する意匠権と模倣品Ａとの関係について，弁理士に鑑定を依頼する。 
イ 模倣品Ａに対してＸ社が保有する意匠権の侵害であるとして，差止請求訴訟を裁判所に提起

する。 
ウ 模倣品Ａの取締現場の新聞報道やテレビ報道を通して会社の姿勢を示し，模倣品排除の宣伝

効果を上げる。 
エ 意匠権では税関で模倣品Ａの差止めを申し立てられないので，不正競争防止法による差止め

を申し立てる。 
 
 
  



２級 実技試験 12 

問２１ 

ア～エを比較して，知的財産の譲渡契約についてのＸ社の知的財産部の部員の考えとして，最

も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 譲渡契約の調印者は，できれば代表取締役が望ましいが，知的財産に関する契約の締結につ

いて権限を有する執行役員でも問題はない。 
イ 特許や商標の譲渡に関する交渉の場合，生成ＡＩを使用した無償のアプリケーションが作成

した契約書をそのまま使用した場合であっても，交渉する双方の署名押印があり，意思表示

が合致しているのであれば，契約の効力は発生する。 
ウ 契約の法的な証拠としての価値という観点からは，直筆でサインしている署名と，ゴム印で

氏名を印したような記名とでは，証拠としての価値はほとんど変わらない。 
エ 契約は内容が確定できる必要があり，譲渡の対象となる特許や商標が全く特定されていない

場合，有効な契約とは認められない。 
 
 
問２２ 

金属加工メーカーＸ社の知的財産部の部員が，新しく発売した，新規形状のステンレス製の収

納用のラックＡについて説明を行っている。ア～エを比較して，部員の考えとして，最も不適切

と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア Ｙ社がラックＡと酷似しているラックＢを製造販売していることが判明し，調査したところ，

Ｘ社でラックＡの製造装置の設計開発をしていた研究者甲が，６カ月前にＸ社を退社し，す

ぐにＹ社に入社していることがわかった。甲がＸ社の在籍時に担当していた製造装置の設計

図をそのまま流用しない限り，早期にラックＢを製造するのは困難である。しかしながら，

退社後ということもあり，Ｘ社は，不正競争防止法による保護を受けられる場合はない。 
イ Ｘ社は，ラックＡについて，新たな商品名Ｃとして販売を始めた。まだ発売されたばかりで

あるが，テレビで宣伝しているので，商品名Ｃもそれなりに知られている。商品名Ｃについ

て商標登録出願をしたところ，極めて簡単でありふれた名称であるとして商標登録を受けら

れなかったが，不正競争防止法による保護を受けられる場合はある。 
ウ ラックＡの形状に関しては，意匠法及び不正競争防止法第２条第１項第３号（商品形態模倣

行為）による保護が可能である。その場合，不正競争防止法で保護される期間は，意匠法で

保護される期間よりも短いので注意が必要である。ラックＡに関しては，日本国内で最初に

販売してから２年後には新規デザインの次世代製品に替わる予定であり，大きな問題はない。 
エ ラックＡの形状が，Ｗ社が先に販売していたラックＤと類似していることが判明した。Ｘ社

が模倣したわけではなく，あくまでも偶然に似てしまったものであるから不正競争防止法第

２条第１項第３号（商品形態模倣行為）に該当するものではないが，Ｘ社のオリジナリティ

確保のため，ラックＡのデザイン変更を検討する。 
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問２３ 

写真家甲は，これまで撮影してきた写真について利用許諾をするか，著作権を譲渡するかにつ

いて検討している。ア～エを比較して，甲の考えとして，最も適切と考えられるものを１つ選び

なさい。 
 
ア 利用許諾の登録をしなければ，利用許諾の効力は発生しない。 
イ 譲渡の登録をしなければ，譲渡の効力は発生しない。 
ウ 譲渡契約書に「すべての権利を譲渡する」と記載すると，甲の著作者人格権は消滅する。 
エ 期間を決めて利用許諾をすることができる。 
 
 
問２４ 

音響機器メーカーＸ社の知的財産部の部員甲が，特許の調査方法について部員乙に説明してい

る。ア～エを比較して，部員甲の発言として，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 「特許調査をする際の注意点は，特許出願は，原則として出願日から１年６カ月経過しなけ

れば公開されないので，調査日から１年６カ月前までの間に出願された特許出願は，調査

できないことです。これは，特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）に限らず，他の有

料特許データベースにおいても同様です。」 
イ 「特許文献は，技術分野毎に分けられ，分類されています。分類には，世界共通の分類であ

るＦＩ（File Index）や日本独自の分類であるＦタームがあります。」 
ウ 「すでに出願公開されている特許出願，又は登録されている特許を調査するには，特許情報

プラットフォーム（J-PlatPat）を利用することができます。」 
エ 「特許調査をする際は，漏れをなくすために公開特許公報だけでなく登録後に発行される特

許掲載公報も調査する必要があります。」 
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問２５ 

歯ブラシメーカーＸ社は，デザイン会社Ｙ社に対して，新製品の歯ブラシのデザインの創作を

依頼した。Ｙ社の従業員である甲と乙は，共同でデザインＡを創作した。ア～エを比較して，Ｘ

社の知的財産部の部員丙の発言として，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。なお，Ｙ

社の職務創作に関する規程において，意匠登録を受ける権利の承継について，別段の定めはない

ものとする。 
 
ア 「Ｘ社とＹ社の間にはデザインＡに係る秘密保持契約があるので，この契約をもって，Ｘ社

は，デザインＡについて意匠登録出願をすることができます。」 
イ 「甲は，乙の同意がなければ，デザインＡに係る意匠登録を受ける権利の持分を，Ｘ社にも

Ｙ社にも譲渡することができません。」 
ウ 「甲と乙のデザインＡに係る意匠登録を受ける権利は，一旦，Ｙ社に移転しなければＸ社に

移転することはできません。」 
エ 「Ｘ社及びＹ社はデザインＡに係る意匠登録を受ける権利を甲及び乙から承継することがで

きないので，甲及び乙が共同で意匠登録出願をしなければなりません。」 
 
 
問２６ 

機械メーカーＸ社は，新型のモーター機構である発明Ａについて２０２５年１０月１日に日本

で特許出願Ｐを行った。その後，Ｘ社は発明Ａを展示会で発表し，その反応を踏まえて２０２６

年２月１日に発明Ａを改良した発明Ｂを開発した。Ｘ社の知的財産部の部員は発明Ｂについて国

内優先権制度を利用した特許出願Ｑの検討をしている。ア～エを比較して，部員の考えとして，

最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 発明Ａは展示会で発表し公開されたので，特許出願Ｑの審査では，発明Ａを記載した特許出

願Ｐが先行技術文献として引用される。 
イ 発明Ｂが記載された特許出願Ｑが出願公開されるのは，特許出願Ｑの出願日から１年６カ月

後になる。 
ウ 特許出願Ｑのうち，発明Ｂについては特許出願Ｑの出願日を基準に新規性等の審査が行われ

る。 
エ 特許出願Ｑが特許権として登録された場合の存続期間は，特許出願Ｐの出願日から２０年間

である。 
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問２７ 

家電機器メーカーＸ社は，電子レンジＡに係る秘密意匠の意匠権Ｄを取得した。Ｘ社の知的財

産部の部員が調査したところ，Ｘ社が電子レンジＡを発売する直前になって，意匠権Ｄの秘密期

間経過前において，ライバルメーカーのＹ社が，電子レンジＡと類似する電子レンジＢを製造販

売していることがわかった。ア～エを比較して，部員の考えとして，最も適切と考えられるもの

を１つ選びなさい。 
 
ア 意匠権Ｄの秘密期間を短縮することを考えているが，意匠権Ｄの設定登録後に，秘密期間を

短縮することはできない。 
イ 秘密意匠であっても，電子レンジＢが，意匠権Ｄに係る登録意匠の範囲に属することを確認

するために，特許庁に判定を請求することができる。 
ウ Ｙ社に対して，意匠権Ｄの秘密期間経過後でなければ差止請求を行うことはできない。 
エ 意匠権を侵害した者は，侵害行為について過失があったものと推定されるので，意匠権Ｄに

基づく権利行使において，Ｙ社の過失を立証する必要はない。 
 
 
問２８ 

アパレルメーカーＸ社の知的財産部の部員甲が部員乙に対して，商標の調査について，説明し

ている。ア～エを比較して，甲の考えとして，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 商標の類否の判断においては，取引の実情も考慮される。 
イ 同じ類似群コードが付された商品及び役務については，原則として互いに類似するものと推

定される。 
ウ 商品の類否は，生産部門，販売部門，需要者の範囲等の一致の観点から判断される。 
エ 特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）を用いて先行調査をする際に，商標の称呼，観念

について，検索項目として，キーワードを入力して，調査できる。 
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問２９ 

電線メーカーＸ社は，新たに設計開発した光ファイバーに関する特許出願をして，特許権Ｐを

取得した。一方，光ファイバーメーカーＹ社は，光ファイバーＡを独自に開発していた。なお，

光ファイバーは要件によっては外為法（外国為替及び外国貿易法）におけるリスト規制の対象に

なる可能性がある。ア～エを比較して，Ｙ社の知的財産部の部員の考えとして，最も不適切と考

えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア 光ファイバーＡに係る特許権を取得するために必要最小限の技術を明細書に記載して外国に

特許出願することについては，外為法の許可は必要ない。 
イ 光ファイバーＡを製造販売する前に，外国にある企業へ光ファイバーＡに係る技術の内容に

ついて情報提供する際には，外為法の許可の申請が必要となる場合がある。 
ウ 光ファイバーＡは，特許権Ｐに係る特許請求の範囲に記載された構成要素のすべてを備えて

はいない。したがって，光ファイバーＡの製造販売開始後にＸ社が特許権Ｐに基づいて侵害

訴訟を提起した場合であっても問題はない。 
エ 特許権Ｐと，光ファイバーＡは関連することがわかった。Ｘ社は，将来，光ファイバーＡの

製造販売行為に対して，特許権Ｐに基づいて，侵害訴訟を提起してくる可能性が高いので，

光ファイバーＡの実施行為が特許権Ｐの侵害とならないような設計変更が可能かを検討すべ

きである。 
 
 
問３０ 

塗料メーカーＸ社は，外装用の塗料Ａを開発し，製品化して販売することを検討している。ア

～エを比較して，Ｘ社の知的財産部の部員の考えとして，最も不適切と考えられるものを１つ選

びなさい。 
 
ア Ｘ社は，塗料Ａに係る技術について，特許出願をせずに自社のホームページ上で公開した場

合，低コストで迅速に他社の特許権の取得を阻止できるが，自社の特許権の取得の道も閉ざ

すことになる場合がある。 
イ Ｘ社のコア技術は塗料Ａの製造で用いる樹脂の分散技術であるため，当該分散技術を秘匿化

し，それ以外の塗料Ａに係る技術について特許権を取得して他社に広くライセンスすること

で，自社利益の拡大を図ることとした。 
ウ Ｘ社が塗料Ａを海外で製造販売する場合には，日本で特許権を取得しただけでは不十分であ

り，塗料Ａの生産国及び市場国においても権利取得を検討する。 
エ 塗料Ａの販売を開始するにあたり，他社の特許権を侵害していないかを確認するためにＩＰ

ランドスケープによって他社の特許状況を把握することとした。 
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問３１ 

電機メーカーＸ社の開発者甲は，研究開発部門において電池Ａの開発に職務として従事してい

た。その後，甲は，Ｘ社を退社し，電機メーカーＹ社に電池の開発担当部の部長として入社した。

甲は，Ｙ社において，電池Ａに係る発明ａを完成させた後，特許出願をし，発明ａに係る特許権

を取得した。また，Ｙ社は電池Ａを有する家庭用蓄電池の製造販売を開始した。ア～エを比較し

て，Ｘ社の知的財産部の部員の考えとして，最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。ただ

し，Ｘ社，Ｙ社いずれにおいても職務発明に関する規程は定められていないものとする。 
 
ア 発明ａは，Ｘ社における甲の過去の職務及びＹ社における甲の現在の職務に属するものであ

るから，Ｘ社及びＹ社の両社が職務発明に基づく法定通常実施権を取得する。 
イ Ｘ社及びＹ社は職務発明に関する規程を定めていないため，いずれも発明ａについて職務発

明に基づく法定通常実施権を取得できない。 
ウ 発明ａは，Ｙ社における甲の現在の職務に属するものであるから，Ｙ社のみが職務発明に基

づく法定通常実施権を取得する。 
エ 発明ａは，Ｘ社における甲の過去の職務に属するものであるから，Ｘ社のみが職務発明に基

づく法定通常実施権を取得する。 
 
 
問３２ 

食品メーカーＸ社は，添加物Ａに係る特許権Ｐを有する。特許権Ｐについては，Ｙ社のみに添

加物Ａの製造販売に関する通常実施権が許諾されていた。Ｘ社の知的財産部の部員が調査したと

ころ，最近，Ｗ社が添加物Ａと同一の添加物Ｂを製造販売していることがわかった。ア～エを比

較して，部員の考えとして，最も不適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
ア Ｗ社が製造した添加物Ｂを，Ｖ社が購入してＶ社が販売する行為は，特許権Ｐの侵害とはな

らないため，特許権侵害に係る警告書を送付する相手はＷ社に限られる。 
イ Ｘ社がＷ社に対して差止請求権を行使する場合には，事前に警告することは不要である。 
ウ 特許権Ｐに係る特許請求の範囲に誤記があることを発見した場合，登録後であっても，誤記

の訂正をすることはできる。 
エ Ｘ社がＹ社に無断で特許権ＰをＷ社に移転しても，Ｙ社の通常実施権の対抗力は有効である。 
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問３３ 

ア～エを比較して，著作権等についてのＸ社の法務部の部員の考えとして，最も適切と考えら

れるものを１つ選びなさい。 
 
ア 共同著作物に係る著作権について質権を設定する場合，各著作権者は他の著作権者の同意を

得ずに行うことはできない。 
イ 著作権の侵害訴訟を提起するためには，その著作権に係る著作物について，著作権登録がさ

れていることが必要である。 
ウ 著作権侵害の損害賠償請求訴訟において，侵害者の過失が推定されるため，侵害者の過失を

立証する必要はない。 
エ 著作者の死亡と同時に著作者人格権も消滅するため，著作者死亡の後であれば，著作物を自

由に改変することができる。 
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５ 問３４に答えなさい。 
 
問３４ 

大企業である機械メーカーＸ社は，工作機械に関する発明について，特許請求の範囲に請求項

１から請求項１４（うち請求項１，請求項４，請求項８，請求項１２は独立項，その他は従属項）

を記載した特許出願Ｐを２０２６年３月３１日に出願し，出願と同時に出願審査請求することを

検討している。この場合，出願及び出願審査請求のためにＸ社が必要な費用は何円か，記入例に

従って算用数字で記入しなさい。 
 記入例 ５００００円の場合は，左詰めで「５００００」と記入 
 
 

特許法第１９５条関係別表及び特許法等関係手数料令より抜粋 

 

納付しなければならない者 金額 

特許出願をする者     １件につき１４０００円 

出願審査の請求をする者  １件につき１３８０００円に１請求項につき４０００円を加えた額 
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６ 次の会話は，Ｘ社において特許協力条約（ＰＣＴ）による国際出願を検討している発明者甲

と知的財産部の部員乙のものである。問３５～問３７に答えなさい。 
 
甲 「外国で特許を取得したいので，国際出願を行いたいのですが，当然英語で出願書類を作成

する必要がありますよね。」 
乙 「国際出願を日本の特許庁に出願する場合は，その出願書類の作成に使用できるのは １ 

です。」 
甲 「国際出願をすることによって，具体的にはどのような効果がありますか。」 
乙 「国際出願により， ２ に対して正規に国内出願したものとして扱われます。」 
甲 「国際出願をするとその出願について審査が行われますか。」 
乙 「すべての国際出願について特別の手続をしなくても国際調査が行われます。その結果，出

願人は ３ を受け取ることができます。」 
 
 
【語群Ⅶ】 
ア 日本語のみ 
イ 英語のみ 
ウ 日本語及び英語 
エ 指定国 
オ 協定国 
カ 選択国 
キ 国際調査見解書と国際予備審査報告 
ク 国際調査報告と国際調査見解書 
ケ 国際予備審査報告と国際調査報告 
 
 
問３５ 

【語群Ⅶ】の中から空欄 １ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
問３６ 

【語群Ⅶ】の中から空欄 ２ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
問３７ 

【語群Ⅶ】の中から空欄 ３ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
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７ 次の会話は，大学の映画研究会に所属する甲と乙のものである。問３８～問４０に答えなさ

い。 
 
甲 「近所の公園で，俳優丙が出演するドラマの撮影が行われていたので，撮影の休憩時間に，

私のスマートフォンでこっそり丙を撮影しました。この撮影した画像を自分のブログに掲

載したいと考えていますが，何か問題はありますか。」 
乙 「丙の １ が問題となります。」 
甲 「自主制作の短編映画を撮影するため，大学の近所の公園で撮影したところ，地元のお祭り

のポスターが一瞬写っていました。映画研究会のブログに，この映画をアップロードした

いと考えていますが，何か問題はありますか。」 
乙 「著作権法上，ポスターの著作権者の ２ 。」 
甲 「撮影した短編映画に入れる音楽について，どの楽曲を使うかを検討するため，撮影した映

像にあわせて楽曲を録音したいと考えていますが，何か問題はありますか。」 
乙 「著作権法上，楽曲の著作権者の ３ 。」 
 
 
【語群Ⅷ】 
ア 公表権 
イ 同一性保持権 
ウ 肖像権 
エ 公衆送信権の侵害となります 
オ 複製権の侵害となります 
カ 録音権の侵害となります 
キ 著作権が制限されるので問題はありません 
 
 
問３８ 

【語群Ⅷ】の中から空欄 １ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
問３９ 

【語群Ⅷ】の中から空欄 ２ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
問４０ 

【語群Ⅷ】の中から空欄 ３ に入る語句として最も適切と考えられるものを１つ選びなさい。 
 
 



【２級実技】
番号 正解
問１ 〇
問２ ウ
問３ ×
問４ イ
問５ ×
問６ ア
問７ ○
問８ ウ
問９ ×
問１０ イ
問１１ ×
問１２ イ
問１３ ウ
問１４ ウ
問１５ ア
問１６ ア
問１７ イ
問１８ ウ
問１９ エ
問２０ エ
問２１ ウ
問２２ ア
問２３ エ
問２４ イ
問２５ イ
問２６ ウ
問２７ イ
問２８ エ
問２９ ウ
問３０ エ
問３１ ウ
問３２ ア
問３３ ア
問３４  208000
問３５ ウ
問３６ エ
問３７ ク
問３８ ウ
問３９ キ
問４０ キ




